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20世紀の終盤から急速な発展をみた情報技

術（IＴ）は、私たちの生活のあらゆる面で広く活

用されています。携帯電話やパソコンなどの目

に見えやすい形での利用はもちろんのこと、時

計、冷蔵庫、テレビ、自動車、自動販売機、自動

改札、…と、私たちは目覚めから就寝まで、情報

技術の中で暮らしているといって過言ではあり

ません。

私たちの生活する場を、安全・安心に、そして

健康で過ごせる街に作り上げていく上でも、こう

した情報技術を生かせる局面はたくさんありま

す。柏の葉キャンパスシティITコンソーシアム

（略称KACITEC）は、今急速に街づくりが進ん

でいるつくばエクスプレス沿線の柏・流山地域

を実証実験の場として活用し、将来の生活や産

業を支援していく街づくりにどのように情報技術

を生かしていけるかを検討していこうと、東京大

学新領域創成科学研究科を中心とした大学教

員、千葉県・柏市・流山市、柏・流山地域を活動

の場としている企業、地域活動に関心をお持ち

の方々などの参加を得て、2005年4月に発足

した団体です。その後、同年11月に千葉県の認

証を受け、NPO（特定非営利活動法人）としての

活動を開始しました。

活動の初年度にあたる2005年度には、千葉

県の「大学を核としたまちづくりモデル事業」、

都市再生本部の「全国都市再生モデル調査事

業」が応募採択され、共通のインフラストラクチ

ャーとしてキャンパス周辺に屋外無線ネットワー

クを整備し、以下のような項目についての実証

実験を行ってきました。

●カメラ追跡型セキュリティシステム

●ウェアラブル健康・行動認知システム

●無線ＬＡＮによる安価な安全確認システム

●携帯電話連動の街角ディスプレィ

●携帯端末を利用した屋外学習支援システム

●携帯電話を利用したオンデマンドバスシステム

このうち、オンデマンドバスシステムについては

本号の記事「検証 オンデマンドバス」に詳しく

報告されていますので、ご参照ください。

ここではカメラ追跡型セキュリティシステム

（基盤情報学専攻 相澤清晴教授のグループが

研究開発）をごく簡単にご紹介することにします。

このシステムは、街路上の電柱などに設置した

多数のカメラを用い、歩行者がひとつのカメラ

の視野から次のカメラの視野へと移動していく

のを自動的に追跡するものです。よくある監視

カメラシステムは守るべきものがある場所に怪

しい人物がいないかを見張るものですが、この

システムは希望する人が歩いていくのを追跡し、

危険が生じないか見守っていこうとするもので

す。

このシステムの実証実験のために、柏の葉キ

ャンパスの南面の道路の電柱に、実証実験シス

テムを設置しました（写真１）。それぞれの電柱に

は3台のカメラが取り付けられており、2台は電

柱の下を通る歩道、もう1台は道路の反対側の

歩道の歩行者を追跡するためのものです。これ

らのシステムは無線ネットワークで接続していま

すが、多数のカメラの動画像をすべて送受信す

るには、通信速度がまったく不十分です。そこで、

カメラと同じ電柱に画像を直接処理するコンピ

ュータを設置し（写真2）、このコンピュータで追

跡のための処理をして、必要な情報だけをネッ

トワーク経由で送る仕組みになっています。こ

れまでに、複数のカメラの視野を移動する歩行

者の受渡し処理がうまくできることは示せまし

た。今後は多数の人物の中でも見失わないよう

にする技術、夜間に赤外線カメラを用いて追跡

する技術などを開発していく予定です。

上記のように他にも多数のプロジェクトがあ

りますが、誌面の制約上すべてのプロジェクト

をここにご紹介することはできません。ご興味

をお持ちいただけた方はKACITECのWebペ

ージ www.kacitec.orgをご覧いただければ

幸いです。

近山 隆 教授
基盤情報学専攻
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マートンカレッジにて、カレッジの友達と。カレッジの友達は国籍も分野もばらばらです。

電柱に設置した実証実験装置（写真2）柏キャンパス前の街路（写真1）

マートンカレッジ。約800年の歴史を誇る、オックスフォード大学でも最も古
いカレッジのひとつ。

オックスフォード大学での
研究生活

佐藤 敦子

Department of Zoology, Evolution
and Development Research Group

University of Oxford
博士課程2年

ヨークにて、指導教官Peter Holland教授（写真左）と研究室のメンバーと

私は修士課程で先端生命科学専攻にお世話になり、現在は経団連・石

坂奨学生として、半索動物翼鰓類の発生・進化的研究をテーマにオック

スフォード大学の博士課程に在籍しています。この春、英国・Yorkで開

催されたBSDB（British Society for Developmental Biology）

Spring Meetingにおいて、これまでの研究成果を発表し、ポスター最

優秀賞をいただきました。

半索動物翼鰓類は、非常に小さな海産無脊椎動物ですが、系統的に

は脊椎動物の進化を解明する上で重要な位置にあります。日本も含め

世界の多くの場所では、深海性で比較的稀な動物として知られますが、

英国では約30年ほど前に比較的浅瀬で容易に採集できることが発見

されました。また、私が現在所属するオックスフォード大学マートンカレ

ッジで教授を勤めたSir Ray Lankesterをはじめとする、著名な動物

学者たちの研究の蓄積も知られます。これらの利点に着目し、伝統的に

記載されてきた翼鰓類での左右性の再検討、及び脊椎動物の左右性と

の関連を中心に研究を行っています。新領域に在籍中はもちろんのこ

と、留学に際していろいろとお世話いただき、東京から遠く離れた今で

も温かく見守ってくださる先生方には、心よりお礼申し上げます。

オックスフォード大学は、英語圏で最も古い大学で、歴史は12世紀に

遡ります。13世紀には学生の保護を目的とし、後に個人指導及び生活

の場として発展したカレッジが形成され始め、現在では約40のカレッ

ジがオックスフォード大学を形成しています。大学院生は、各研究科で

の研究生活のほかに、カレッジに所属しています。国籍ばかりでなく、専

門分野も異なる学部生、大学院生、及び研究者が生活を共にするカレッ
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ジは、幅広い交流の場となっています。カレッジで知り合う学生や研究

者たちは、それぞれの専門はもちろんのこと、趣味やひととの会話を愉

しむことを大切にしている、という印象があります。専門分野が違って

も、幅広い見識で互いに相手の話に興味深く耳を傾け、話題は多岐に

わたって楽しい会話は尽きません。この幅広い交流を通して、自分の専

門分野についての見方も大分変わりましたし、さまざまなものに対する

視野が広がったと感じています。このような社交の場は、オックスフォ

ードを特に華やかに見せていますが、優雅に見える教授クラスの人で

も、着こなされている粋なジャケットは古着だったりと、意外な一面に

驚かされたりもします。質素な生活で最大限学術や趣味に時間を費や

している人たちの姿も、教えられることの一つです。

毎日二回ティーブレイクの時間をとり、年に三度の職員の長期休暇を

欠かさない英国のライフスタイルにより、東京では分刻みで追われてい

た私の実験生活も一変しました。図書館で文献を漁り、じっくりと実験

の結果をまとめたり、自分の研究の先を考えたりする時間が増えました。

私が経団連のご支援のおかげで独立したプロジェクトを持っているため

でもありますが、指導教官との関係もずいぶん違います。アドバイスや

手助けはいつでも快くしていただきながら、プロジェクトの中心は自分

自身です。そのため、常に自分が試されるという厳しさを感じる一方で、

積極的に自分の研究をアピールする愉しさも学びました。オックスフォ

ードでの生活は様々な面で刺激的です。たくさんの方々のおかげで貴

重な経験をさせていただく機会に恵まれました。この機会を存分に生

かして、さらに研究を進めていきたいと思っております。
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